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一
　
はじめに
同じような〈型〉を持った体験談が、時空を超えて存在するとき、その体験は普遍的なものである可能性がある。
その一つが、子どもの前世体験だ。二歳から八歳くらいの子どもが、前世に住んでいたところや前世の両親について話し、恋しがって泣く、どうしても前世の家に帰りたいという、それで精神的に不安定になる……という体験である。中には住んでいた地名まで記憶しており、せがまれて連れて行くと、前世の家までスタスタと歩いていき、 「ここが僕の家だから、あな は帰っていいよ」と現世の母親 向かって言うこと ある。
これと同じ〈型〉の体験を、現在のスリランカやインド、ドイツやフランス、アメリカの子どもたちが体験し、ま
た日本ではＮＨＫテレビで実例が紹介され
（１）
、さらに大学の研究所で研究されて（アメリカのヴァージニア大学が先駆
一
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者） 世界のほとんどの国で同様の事例が集められているとしたら、 その普遍性は強まる。ヴァージニア大学のジム・Ｂ・タッカー教授はすでに二五〇〇の事例を収集したと述べている
（２）
。
本論文は、そんな前世研究の推進に貢献する三つの事例の報告である。いずれも筆者自身が前世を記憶している当
事者および家族に直接、面接してインタビューを行った。その詳細な報告に入る前に簡単に先行研究に触れておく。
二
　
先行研究
　
前世というテーマを、科学的側面から、実証的に研究したヴァージニア大学医学部主任教授、イアン・スティーヴ
ンソン
（３）
は、インドやスリランカ、ミャンマー、ナイジェリア、タイなどに赴き、自らが面接して生まれ変わりの事例
を収集している。その成果は『前世を記憶する
20人の子供』 『前世を記憶する子どもたち』 『前世を記憶する子どもた
ち２
（４）
』に収められている。前二冊の調査はアジア地域が中心であるが、 『前世を記憶する子どもたち２』ではヨーロッ
パの事例が収集されている。そのあとを引き継いだタッカーは、主にアメリカに注目して事例収集を進めている
（５）
。前
述したように、ヴァージニア大学では現在二五〇〇の信頼できる事例を収集しており、南極以外のす の国に生まれ変わりの事例があったと うことだ。保存するに値する事例は 六項目の条件のうち 二つを満 しているこ を基準としている
（６）
。客観的に評価できる事例の収集に努めているのである。
日本でも同型の事例はある。著名な国学者の手によって、八歳の子どもの体験の記録が残されている。岩波文庫に
収められている平田篤胤の「勝五郎再生記聞
（７）
」がそれだ。
同書に掲載された前世体験も同型のものだが、その記録のしかたに特徴がある。それがこ 事例の信頼性を担保し
ている。それはおおむね次の三点である。
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一つ目は、 公の役所の記録が掲載されていること、 二つ目は、 勝五郎に対してさまざまな立場の人が聞き取りを行っ
ていること、三つ目は平田篤胤が古今の記録から似た体験を引いて「比較の視点」から評していることだ。
つまり、著者である篤胤は、勝五郎の体験を特異なこととしてというより、普遍的なものとして捉え、そのうえで、
記録し、編集した。篤胤自身も勝五郎と何度も会って、機嫌を取りつつ質問を繰り出している。外出嫌い、人間嫌いの勝五郎が 篤胤の家に来たとき、篤胤との交流がよほど楽しかったらしく、 今日はここに泊まる」と言 張ったほどである。なだめられて帰ったものの、翌日また遊びに来ている。
篤胤が前世研究に躊躇なく取り組んでいるのは、魂 行方 見定めて安心を得ることが、学者としての精神を堅固
に保つために必要だったからだという。それは同時に、篤胤の周辺にいた人々が希求していた死後霊魂の救済に応えることでもあった。篤胤の研究は、研究の め 研究ではなく、自身が生き ことと深く関係し、同時に篤胤を取り巻く人々の知りたいことに応えることでもあ のだ。そのために 古今内外の文献・資料を読み 伝聞 耳を傾け、実地調査（フィールドワーク）を行った。実証的な研究姿勢で明らか し うとしている。これは文化人類学 研究方法である。 の書に特徴的な前述 三点 その姿勢が反映されたものだ。
勝五郎の前世記聞は、一八九七年、ラフカディオ・ハーンがアメリカおよびイギリスで出版した随想『
G
leanings
inBuddha-Fields 』で取り上げているため、海外ではよく知られている
（８）
。
また、民俗学的立場からも事例収集は行われている。代表的なものが松谷みよ子の『現代民話考Ⅴ
　
あの世へ行っ
た話・死の話・生まれかわり
（９）
』に収められたものだ。収集方法がアンケートや聞き書きであるから大半が短いもので
あり、 の裏付けも取ら ていない。紹介の域は越えていな も の 各事例に類似性がある。
柳田國男は「先祖の話」の中で前世（柳田は「前生」と表記）について「勝五郎再生談
）10
（
」を引き「……是はもとも
と證明のむつかしい事柄であつて
）11
（
」としながら、続けて「當の本人が何かの拍子に、もしもさういふことを言ひ出し
たとすれば、もうそれだけで 信じないでは居られぬやうな、心理 素地とも名づくべきものは、却つて周圍の者の
三
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間にすでに備はつて居たのである
）12
（
」と述べている。前世は空気のように浸透しており、そういう「事実」があっても
否定せずに受け入れる素地があったということだろう。実際、柳田の生まれた村では、初めての誕生日を迎える子どもに対して 「おまへ 何處から來た」 尋ねる儀式があったのだそうだ。 子どもが墓所や氏神 方向を指し示すと、 人々は顔を見合わせずにはいられな ったのだということである
）13
（
。
三
　
本研究の目的
本論文では、以上のような先行研究を念頭においたうえで、前世研究推進の一助となる事例を三例報告する。いず
れも、筆者がスリランカのフィールドワークで出会った前世を記憶する当事者とその家族に対して行った面接調査である。面接した当事者の前世での死に方は、殺人・事故死・病死 三タイプである。いずれも男性から男性への転生である。女性から男性への生まれ変わり事例も面接したが、紙幅の関係で本論文 は割愛する。
スティーヴンソンによると スリランカではほとんどの事例が故人とはまったく無関係の家族のもとに生まれ変わ
り、同一家族内への転生事例はほとんどないのだという
）14
（
。
ところが筆者が面接した事例（病死のケース）は同一家族内に生まれている。また本論文では取り上げないが、も
う一例、家族（親戚）に生まれ変わった事例も面接した。タッカーが事例調査について、生まれ変わり自体はどこでもあるが、そこに生まれ変わりを掘り起こす現地案内者がいるかどうか を見つけられるかど かが決ま
）15
（
と述
べているように、筆者は幸運にも現地案内者の努力により、こう た事例と出会うことができ 。これも本報告の意義である。以下、殺人 事故死、病死、の順で報告していく。
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四
　
カマルの事例
四・一
　
事故死とされていた殺人
二〇〇三年、コロンボから車で二時間ほどのある村で、当時二一歳だった青年が井戸で足を滑らせて溺死した。井
戸といっても日本のものとは異なり、深くはない。背の高い人なら立って足が届く程度で、つるべも付いている。水道が整備され いなかった当時、この井戸は村人たちの共同のシャワー場で、井戸に続いてコンクリートの洗い場もあった。村の皆が使用し、事故など起こったことの 極めて安全な場所である。そこで、頑健な若者が溺れ死んだ。この奇妙な「事故」を不審に思わない村人はいなかった。しかし「事故」として処理され、歳月が流れる中で、彼の存在は家族以外からは忘れ去られていった。 「事故死」した青年 名はタンビラニャという。
その「事故」の真相が明らかになったのは一〇年後の二〇一三年である。一〇〇キロほど離れた村に住んでいるカ
マルという八歳の少年 、 母親と一緒 タンビラニャの家に突然訪ねてきた。少年は家に入って来るなり、 こう言った。 「ここだ、ここが僕の家なんだ」 。
彼はタンビラニャの生まれ変わりで、自分が殺されたこと、犯人は 人いることを詳細に記憶していた。この奇妙
な「事故」は実は殺人であったことが、前世の記憶を持って再生した子どもによって明らかになった。
面接したのは二〇一四年一月四日、まずタンビラニャの父親・バンダから行った。製材所で働いている。
四・二
　
前世の父親バンダの話
――息子さんと、その生まれ変わりの子どもさんについて、話していただけます 。
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バンダ「私の長男で、最愛の息子だったタンビラニャは二〇〇三年に亡くなりました。そして一〇年経って、タン
ビラニャが生まれ変わって来たのです。その子カマルが訪ねてきたのは昨年（二〇一三）のことです。どうしても行きたいと言って親に無理を言って、うちまで来た。私は仕事で職場にいたので後で聞いたのですが、妻が家にいると突然やって来て、妻の手を取ると『おかあさーん』と叫んだらしい。で、手を引っ張って近所中を回り この人はＣさん、この人はＤさんと、近所の人の名前を当てていったそうです。
家の前にあった自転車を見て（壊れていた） 、 『これは僕の自転車だけど、どうして直さないの』と言った。また、
タンビラニャが生き いたころは家の前に大きなマンゴ の木がありました。それを伐ってしま たので『どうして伐ってしまったの』と訊かれ 。カマルが来た 、なかったからです。そのときカマルは八歳 した」（八歳ということは、タンビラニャが亡くなって二年後に再生したことになる） 。――ほかに何か、明らかに生まれ変わりだと確信できるような行動はありましたか。バンダ「井戸を見て ここで死んだんだ、と言いました。自分で井戸まで行ったのです」――井戸は近いのですか。バンダ「家からは少し離れています。広い原っぱ 横切っていく。湿地帯なので細い道を足を踏み外さないよう注
意して」
――カマル君はその道を知っていた？バンダ「そうです。どんどん行 、私たちは後ろから付いて行った。井戸に着くと こ 二人 男に後ろから
頭を殴られて、井戸に落とされた、とはっきり言いました。そ までは 足 滑らせて落ちたのだということになっていた。でもそうではないこ がわかった。今、警察に連絡して事件を調べ直しても いるところです」
――でも警察で、小さい子の、しかも生まれ変わりの子どもが話したことを信用して、調べ直す どということを
してくれるのですか。
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バンダ「それはやりません。法律でも、裁判でも、前世の人の証言など相手にしません。私たちは、ただ調べ直し
てくれるようにと依頼しているので、そうなると警察は調べなくてはならないのです」
――犯人はこの村にいるのですか。バンダ「直接手を下した二人 うち一人は事故で死にました。もう一 は行方不明です。カマルが言うには、井戸
の手前で二人とケンカになり、後頭部を殴られて井戸に落 された。私たちに わからない。滑って死んだと思っていた。殺されたとは知らなかった」
――でも犯人が死んでいたり、 行方不明なら、 確かめようがないわけですね。 誰か見ていた人はいなかったのですか。バンダ「見ていた人はいたのです。 の人はでも 頭がおかしく って精神病院に入院した。長く入院していたが、
今は村に帰っています」
――殺人の現場を見たことで、おかしくなったわけですか。バンダ「そうです」――今、村にいるわけですね。バンダ「そうです。亡くなった息子 同い年です。でも彼は話さ い 話すと殺されるから す 手を下したのは
二人ですが、仲間がいる」
――ではどうやって警察に動いてもらうのですか。バンダ「届け出たのは半年前です。私たちは結果 出るのを待っています。犯人に直接尋問 きないの 、難しい
状況ではありますが」
――ご長男が亡くなられてと も悲しかったと思います 、生まれ変わってきている子に会って、どんな気持ち
したか。
バンダ「五年くらいは悲しくて悲しく 仕事も手につきません した 私に 三人の息子がいるので が、あの子
七
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はいちばんいい子でしたから。今の生まれ変わってきた子どもとかなり似ているところがあります。顔も似ているし、歩き方も同じ。だから、 彼に会って私はものすごくうれしかったのです。最初に家に来て、 二週間泊まっていきました。
その後は、毎週土曜日に家に来ていました。土曜日に連れてきて、日曜日に先方が迎えに来た。うちで泊まるとき
はいつも私と一緒に寝るのです。私が抱 こして寝る。亡 なった子も、 死ぬ前まで私とずっと一緒に寝ていました。死んだときは二一歳でしたが、そのときも一緒に寝 いました
）16
（
。
カマルの家族は、両親とおばあちゃんと姉ですが、おばあちゃんと父親はうちに来ることに反対しています。カマ
ルはその家族ではただ一人の男の子 です。跡取り息子です 私たちがタンビラニャをものすごく愛しているから、 彼らは怖かった。取られてしまうのではないかと思 た しょう。カマルも、 こちらのほうを自分の家だと思っているから」
――カマル君に会いたいですね。バンダ「勤務時間は五時までなので そのあとご案内してもいいですよ。とりあえず家内に電話します。もっと詳
しく話せるでしょう」
そう言うとケータイ電話をポケットから取り出し、家に電話し始めた。
四・三
　
前世の母親スジャータの話
――亡くなられたタンビラニャさんはどんな方でしたか。スジャータ「私と、ものすごく近い関係でした。この息子（同席していた二一歳の末っ子・スーリャ）も近いです
が、 それ以上にとても親しかった。朝、 みんなが学校や仕事先に出かけますが、 この子の写真はいつも肌身離さず持ていました。夕方帰っ くるのは分かっているのに。
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この子が死んでからも、私は、どうしてもこの子に会いたい、見たい、どうしても会いたいという考えを持ち続け
ていました。そして毎日祈っていました。 『もう一度会うことができるように』と。その願いがかなったわけです」
――最初にカマルが来たときのことを話していただけますか。スジャータ「私が家にいたとき、突然入ってきたのです。 『おなか、すいた』と言って。その子が誰なのかは全然
わからなかった。次男は学校に行っていなかったし。飾ってあった写真を見て、 『これは僕だ』と言いました。そして『長く住んでい のはこの家だ、ここは僕の家だ。ここにいるのは僕のお母さんと弟だ』と同行していた母親に言いました」
――面影はありましたか。スジャータ「 い。それで現世の母親は『知らない家に来て ごはんを食べさせろと言って ぱくぱくごはんを食
べるのは行儀が悪い。何でそんなことをしているの』と言 、叱っていました。でもその子は『ここは僕が長く住んでいた家なんだ。あなたはもう帰ってください』と言いました」
――自分の母親にそう言ったのですか。スジャータ「そうです。そのときお母さんは泣きました。私はわけがわからなかったので、説明してくれるよう頼
みました。その説明はこ なものでした」〈この子は私が産んだ子に間違いないのですが、二歳のころ「ここは僕の家じゃない」と言い始めました。ようやくカタコトで言葉を話し始めたころです。そう言って「僕の家に帰りた 」と泣くのです。毎晩です。で 、私 ちは耳を貸しませんで 小さ 子がわけのわからないことを言う 、よくある ですから。この子は自分が生まれた村の名前まで言っていました。この村です カマルが通っている学校からはそう遠くはな
いのですが、私たちは今父親の実家に住んでいま から、結構遠いです。毎日トルビラ（三輪車型のタクシー）で送
九
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り迎えをしています。今日も学校に迎えに来て、いつものように帰ろうとしたのですが、カマルがどうしても行きたいと言い張るのでしかたなく連れてきたのです〉
家はすぐにわかった。カマルが道案内をしたからである。村に入ったら「その道をまっすぐ行って、次を左……」
と言い、途中の橋のところで「新しい橋ができたんだ。前はこの橋はなくて車は通れなかったのに便利になったね」と言ったという。家に着くと、勝手知ったる我が家という感じでどんどん入っていった。おなかをすかせており、出された料理を全部平らげた。
スジャータ「最初 その理由がよくわからなかったのですが、タンビラニャがシャワーを浴びに行ったのは午後二
時一〇分ころで、おなかをすかせていま た。いつもそのくらいの時間 食事をするからです。シャワーを浴びてから食べようというこ で、私は食事の用意 待っていた です。おなかがすいたと言う は、死んだときにすいていたからだ。そ に気づいたとき、も すごく感動 まし 」
――カマル君が、自分が殺されたとはっきり言 のは、いつごろですか。スジャータ「それは ある夜のことなんですが、この家で遊んで、その後実家に帰りました。そうすると、実家の
ほうで『頭が痛い』と言いだした。 『頭が痛い 頭が痛い』と言うので、病院に連れて行ったそうで 。でも、何も病気の兆候はなかっ 。そのときに『後ろから頭を叩かれて井戸に落され んだ』と、カマルは自分が死んだときの状況を説明した。
そういう話をするので、あちらのお母さん 私に電話してきました、こういうことを言っているが、そういうこと
があったのですか、と。私は、それを聞 て、 そう うことを言っ あ ば それをだ も話さな ようにと言 てください。もし、実際にそうやって殺されたのであれば、犯人はどこかにいるでしょうし、耳に入ればカマルが殺されるかもしれない ですから決してその話を他の人に漏らさないようにしてください』 。
一〇
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そう伝えました。そのときカマルは自分を襲った人間の名前まで言ったそうです。後ろから殴った人、井戸に突き
落とした人、二人の名前をあげて話したそうです」（前世の母スジャータの話と、前世の父バンダの話には時間差がある。前世の記憶は何かきっかけがあって話されるようだ。子どもに改まって面接したときは「思い出せない」という返事が返ってきても、一緒に遊んだりしていると、ぽろっと前世の記憶らしきもの 口にすることがある。カマルの場合も、今回の調査時に 前世の母スジャータと弟スーリャ、そして近所に住むカマルと年齢の近い少女も伴ってレストランに食事に行ったり、その近くの個人寺院に遊びに行ったりして、観察していると、スーリャを 弟のく に という言うこともあった） 。
四・四
　
生まれ変わりの子どもに会う
カマルに会ったのは、その日の夕方である。現世の母親の実家である近隣の村で暮らしていた。スジャータの案内
で、カマルの家に向かった。
直接のインタビューは難しかったため、前世の母親（スジャータ）を通して話を聞いてもら 。現世の母はレバ
ノンに出稼ぎに行っており会うことはできなかった。現世の父親はパン屋を営んで る で留守だった えに、生まれ変わりを迷惑がっていたためインタビュ はできなかっ 。前世の母・スジャータ 、カマルを膝に抱き上げ、解きほぐすように話を聞い くれ 。外国人の来訪に戸惑 い が 後頭部を指さ つつ、 僕 ここを殴 」などという生々しい話を聞いた。
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五
　
アナガーリカの事例
五・一
　
ヘリコプター遭難事故死
アナガーリカは現在一五歳の中学生である（二〇一四年現在） 。スリランカ有数の国立名門中学に通い、数学が得
意な少年だ。前世の記憶らしきものを話し始めたのは一歳半のときで、最初に話した言葉が「コパラプレーン」だった。母親には意味がわからなかった。二歳になると「ヘリコプター」と言い、「四人乗っていた」「ヘリコプターにはドアが二つしかない」「僕は軍人学校で勉強していた」と言った。赤ん坊のときから飛行機が好きで、家の中で授乳していても、飛行機の飛ぶ音が聞こえると興奮して盛んに外に出
たがった。表に出て飛行機が飛ぶのを見ていると機嫌がよかった。その反対に、雷と暗闇を異常に怖がった。強い雨が降り雷が鳴ると、パニックに陥り、机の下に隠れてぶるぶる震えている。稲光が光る 恐怖でおもらしをすることさえあった。高いところを怖がるのも尋常ではなかった。子どもはジャングルジムや滑り台で遊ぶものだが、 アナガーリカは高いところへは決して登らない バドミントンをしていて羽根が木に引っ掛かっても取りに行くこ はできなかった。
幼いころから、もの静かな子どもで、たまに話すことといえば、およそ子どもらしくないことばかりだ。「僕たちの乗っていたヘリコプターは海に墜ちた」「僕は軍人学校で操縦を習っていた。二〇人くらいのクラスだった」
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「ヘリコプターを操縦するときは耳に大きな何かを付け、マイクで話す」「四人で海に墜ちた。海に流された。暗いから何も見えなかった」……とにかくヘリコプターについてはいろいろなことを話したという。両親はやがてそれが前世の記憶らしいことに気
づき始めた。しかし、無視した。特に父親は、母親に対して、強く無視するように命じた。スリランカは父権社会であるから、夫の命令は絶対である。
いくら話しても無視されたためか子どもはしだいに言葉を発さなくなり、考え込むようになった。両親にはそれが
心配の種であった。感情は不安定で、時折「僕の家を探してくれなかったね」と怒り出すこともあったという。
そんな不安定な状態が続いたため、両親はついにスリランカの前世研究者・Ｊ氏
）17
（
に相談し、新聞を通してアナガー
リカの前世に関係している人を探すことにした。
R
iviraSunadaye-paper 」 、日本で言えば朝日新聞のようなインテ
リ向けの新聞である。新聞に掲載されると ばらく て、自分の兄のことではないかと問い合わせてきた人がい手広く事業を行ってい キャリアウーマンのナンダー・シルバである。
五・二
　
前世の妹ナンダー・シルバの話
スリランカ最大の都会であるコロンボ市に程近いマンションの六階がナンダー・シルバ 住まいであっ 。豊かな
暮らしであることが住まいからも見て取れる。彼女の第一声 、 「あの子はだいぶ落ち着きましたか」であった。アナガーリカはそれほど不安定だった だろう。時間経過を追う形でインタビューを行った。
――新聞記事をご覧になったときの感想をお教え ださい。ナンダー「コパラプレーンということを話している子どもが る。コパラプレーンで死んだ、四人と一緒に海に墜
ちて死んだ、という。その新聞記事を読んで、 しかしたらと思 連絡を取ったの す 新聞には『雷が怖い。大
一三
大正大學研究紀要
　
第一〇一輯
116
きな音にものすごく敏感で怖がる。恐怖でおもらしをすることもある』とも書かれていました。
私の一つ上の兄、デシャマンニィ・シルバはヘリコプター事故で亡くなりました。私の下の妹は五歳くらい離れて
いるのですが、私と兄は一つ違いで、いつも一緒にいました。たった一人の男の兄妹でした。兄の事故についてそれまでに聴いていたのは、台風による強風で雨も降っていた、雷がひどかったということです。でも、ヘリコプターに乗っていた兄以外の三人 助かっています。漁師がちょうどそこで漁をしてい ので、海に投げ出された三人は助けられたのです。
でも、兄は、パイロットでシートベルトをしていたし、ヘリコプターに閉じ込められている状態だったので、どん
どん流されていった。そ 流されていく様子をみんな見て たそう す。暗い海で たが、時折稲妻の光 流 ていく兄の姿が見える。兄は手を上げて『助けて』と うように助けを求めていたという。北の海 ほ です。
亡くなったのは墜ちたからではなく、ヘリコプターから脱出できなかったからです。ヘリコプターとともに沈んで
いった。ですから、台風、強い風、雨、雷……そんなものが死ぬ瞬間の兄の目に映って しょう 強 恐怖感とともに。
新聞を読んだとき、私は、兄の死んだときの状況ととてもよく似ていると思いました。兄が死ぬ前に見たものを、
この子どもは見ている。それで、連絡を取っ 。家まで訪ねてきてくれな かと頼みました」
――どこかで会うとかではなくて、家までということですね。ナンダー「はい。というのも 母 が亡くなったショックで動けな なってしまい、病気で寝たきり なって
いたからです。エルサイマと う病気で、体が完全に固まってしまい、動 ない。話さ い。寝 きり状態です。ですから外出する とはできません
アナガーリカ君が来たとき、家には女性だけでした。母と姉妹 す。父はいなかった。と うか、わざと父が留守
の日を選んだのです。バカなこ をして、と言われそうだったの
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彼はＪ先生と一緒に来ました。この家ではありません。当時住んでいたのはコロンボ市のＢという地域です。私た
ちの育った家はそこで、両親と一緒に住んでいました。
でも、実際に彼が来たとき、私たちは母と直接会わせるのは危険だと考えました。ショックを受けるかもしれない
と考えたのです。で、まずデシャマンニィの写真がたくさん貼ってあるアルバムを渡して、それを見ていてくれるように言いました。
アナガーリカに最初に会ったとき、雰囲気が兄に似ていると思いました。兄は ても静かな人で口数は多くなかっ
た。アナガーリカもそうでし 。幼いのに静かな子で、行動も似ていて、急がないでゆっくりと写真を見る姿が兄と似ている。そうやって写真を見ていたアナガーリカの姿を今でもよく覚え います。
ゆっくり写真を見ながら、笑い声を上げることもあり どんな写真で笑っ のかと見ると、それはパキスタ
ンに行っていたときのもので、友達と一緒に写っている写真です。友達の顔を見 笑っていた。
その友達は今スリランカの空軍 働いています。高い地位に就いている。彼の親友でした。何も言わないでずっと
静かに写真を見てい 少年が、突然笑い出した 私は不思議 思って『こ 人、知っ る？』と聞きました。少年はにっこりして頷きました。そのとき、と も感動しまし 。アナガーリカは一〇歳でし 」
五・三
　
前世の母との対面（ナンダー・シルバの報告）
――お母様との対面はどんなふうでしたか？ナンダー「 はそ とき病気 ため肌が黒ずんでいて、見た目がかなり気持ちの悪い状態で 子どもがどんな
反応を示すか心配でした。 母を何とかベッドから起こして椅子に座らせアナガーリカが見えるような状況に てから、母の部屋に彼を呼び入れました。
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そうすると、アナガーリカはためらいもなく母のそばに行き、その足元にひざまずいて、とても丁寧な挨拶をしま
した。スリランカでは目上の人を尊敬していますから、足元にひざまずいて挨拶をするのは当たり前ではあるのですが、この子どもはすぐに母のもとに行って、そういう動作をしたのです。私たちは母について何も紹介していません。それなのにその子は部屋に入るなりそんな行動をとった。私たちはとても驚きました。
もっと驚いたのは母の反応です。母は寝たきりになって以来、言葉を発したことがありません。それなのにひざま
ずいたアナガーリカに『私の息子』と言って手 差し伸べると、 その手を握り締めて抱き起こしたのです。私たちは、今までひと言も発しなかった母が、突然しゃべったので驚きまし アナガーリカはその後も、母を気持ち悪がりもせず、そばに座り、動こうとしませんでした。彼は何も話しませんでした。 だ、母 そばにじっと座って静かにしていた。そして、帰る時間になって、そのまま帰って行きました」
――ナンダーさんや、その下の妹さんのことは覚えていたのですか。ナンダー「五歳下の妹のことはすぐにわかりました。デシャマンニィは妹がとても好きだったからです。事故で亡
くなる二週間前に妹の誕生日パーティーがあり した。北のほうの駐屯地にいたの すが、大好きな妹の誕生日パーティーにどうし も出たいと言って、か り無理をして家に戻ってきました。それほど妹が好きだったのです。ですから、アナガーリカが家に来た き その妹もい のです すぐに前世 自分の妹だとわかりました。私 ことはどうでしょうか。私は外見がとても変わ しまったので……。確認は ませんでした。それで彼らは帰りま 。特に大騒ぎすることもなく静かな対面でした」
五・四
　
前世の父との対面（ナンダー・シルバの報告）
――お父さんと会わせたのはいつなのですか。
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ナンダー「父とアナガーリカが初めて会ったのは、ダーナ儀礼のときです。コロンボ市にある実家で行いました。
父は鉄道関係の仕事に就いていた関係で、私たち家族は父の現役のときは宿舎に住み、実家は人に貸していた。父が定年退職したあと、その家に戻りました。儀礼はその で行われました。デシャマンニィが生まれた家です。でも、住んでいたのは幼いころだけで、彼が事故死したとき、家族が住んでいたのは宿舎のほうでした。
儀礼は僧侶を呼んで行います。年に一度僧侶に頼んで行う儀礼で ごく一般的な仏教行事です。アナガーリカはそ
の儀礼にやって来ま 。でも、父 は彼が来ることは内緒にしていました。こ 儀礼のとき、家にはたくさん親戚が集まっていました。親戚ですから皆よく似ている。父親と同じ年配の男性は四、 五人いました。アナガーリカには後ろのほうにいてもら 、どの人が父だとは教えていなかった。でも アナガーリカはそ ときもう、同行 ていた母親に『お母さん、お父さんいるよ』と言っていました。
儀礼が終わり、 お坊さんが帰ると、 私はアナガーリカを連れて『この人知ってる？』 『この人は？』と一人一人を回っ
てあるきました。子どもは、実家の周囲に住ん いた人は誰も知りません した。なぜなら彼がこの家にいた は幼い頃で、育ったのは宿舎でしたから、誰も覚えて なく 当然です でも、親戚は全員、覚えていまし 。
で、お父さんを見つけてくださいと言うと、すぐに見つけて『お父さん』と呼びかけた。でも父親のほうは気づか
ない。 『なぜこの子は私をお父さんと呼ぶのだろう』と不思議 うな顔をしている も、かわい 子どもの言うことだから、アナガーリカを自分 かたわら 呼び寄せて『なぜ私をお さんと呼ぶのだい』 言いつつ、膝の上に抱き寄せた。すると、アナガーリカ 父親に抱きついてその頬 キスをし の す。
それから、私たちはすべてを説明しました。する 父は泣き出しました。 は強い男です。人前で泣くなどという
ことはない。また、デシャマンニィ とても わいがってい 子どもの中 だ一人の男ですから。父 心から嬉しかったのだと思いま その後は、アナガーリカ 会うために彼 家ま 行ったりして 亡く までずっと親くしていました」
一七
大正大學研究紀要
　
第一〇一輯
120
――では、お父さんはすぐにアナガーリカが息子の生まれ変わりだと理解したわけですね。ナンダー「そうです。自分はこんなに年老いているのに、 その膝に乗ってきた。白髪頭なのに頬にキスをしてきた。
もの静かな子で雰囲気が亡くなった息子ととてもよく似ている。それで息子の生まれ変わりだと認めました。そして、亡くなるまでアナガーリカとのつ がりは続けました。家に行ったりアナガーリカ君を家に招待したり。兄の愛用していたものをプレゼントしたりしていました」
――ナンダーさんがアナガーリカ君をお兄さんの生まれ変わりだと思うのはなぜですか。ナンダー「それは、母 、あれほどの重病に侵 れながら死ななかったことです。いつ死んでもおかしくない状態
だったのですが、母は自分の子どもを待っていた感じでした。で、あの子 会 て三カ月後に亡くなった。満足 ていたのではないかと私たちは思っています。二〇〇九年三月にアナガーリカに会って、六月に亡くなりまし
アナガーリカを抱っこしたときの姿 その目 その様子……私たちは母の喜びを深く理解しました。そのころの母
というのは、前にも言ったように見るも無残な姿で、やせほそり、肌は真っ黒、死体のような感じで、実の娘の私ちでさえ怖 ような外見だ のです。でも、 あの子はまっ く怖がらず母を抱きしめた。それだけ も私たちはびっくりしたのです。そん 母を抱きしめる人など、まずいません。父は翌年の二〇一〇年に亡くなりました。生まれ変わりの子どもをとてもかわいがって、死の直前ま アナガーリカに会いに行っていました」
――それでアナガーリカを生まれ変わりだと信じるわけですね。では、気持ちの上では、どうでしょう。彼はあ
たのお兄さんですか。
ナンダー「確かに、気持ちの上では兄に対するような感情は出て来たとはいえない。それは年齢的なこともあるで
しょう。彼は小さな子どもですから でも寝たきりだっ 母が立ち上がって歩いたことや、父 満足 様子を見ると、彼は確かに兄の生まれ変わりだ 思います。また、私も彼をかわいいと思います。でも、その思 は、兄に対するものとは明ら 違っていて、彼が兄の代わりになるわけではありません」
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――とすると、ご両親は、自分の亡くなった子どもに対するのと同じ愛情がアナガーリカに対してあったというこ
とで、あなたの場合はそうではないということでしょうか。
ナンダー「アナガーリカに会ったことで母の顔がガラリと変わり、笑いが出てきました。動くこともできるように
なった。その奇跡的な変わりように私たちは泣きました。でも、私の気持ちは兄に対するような尊敬の思いは湧いてきません。自分 子どもに対する なかわ さはあるの すが。
私の父は精神的にとても強い、厳しい人です。私の子ども、つまり孫を膝に抱きあげるなどということはしなかっ
た。お酒も飲みますし。 はお酒のにおいが嫌いですから。 もアナガーリカはそんなことは全く気にしないで、父の膝に乗って、それで父は泣き出してしまった。あの強い父が。それを見ていたから、父がどのくらい感動したかを見ていましたから 私 ちは彼が兄の生まれ変わりだと思うのです
それから、アナガーリカの状況もそれが真実だ いうことを物語っています。アナガーリカは精神的にいらいらし
ていて非常に落ち着かない状態だったそうです。いつも何か不安定で ら ていた。それが、母に会い父に会ったことですっかり いて普通の状態になった。それも一つの証明になりま 」
――生まれ変わりが見つかったことで心の変化はありましたか。ナンダー「兄が生まれ変わってき 、 それは完全に信じています。でも、 だからとい て私の悲しみがなくなっ
たわけではありません。兄が亡くなっ 、母は病気で体が動か くなった。父は兄の死後、お酒をたくさん飲むようになって、それが死んだ原因です。兄の死は私たち家族を不幸に陥れたのです みんな不幸になりまし 。
兄が亡くなった苦しみ悲しみはなくなりません。兄とこ 子どもとは っ く関係ありません。兄ができ こと
この子どもができるわけではない は兄、その子はその子です。魂の連続は信じています ら、生まれ変わってきている は嬉しい。 でもそれだけ 私た の心の苦しみはなくならない 父母は兄 死の悲しみが原因で亡くなった。私たちも苦しい。それは全然変わりません。母が戻るわけで ない、父 戻るわけで ない 苦しみ なく
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なるわけではない。
私のフェイスブックのホームページには兄の写真を載せています。ヘリコプターと一緒に写っている写真です。兄
の誕生日は、今でも私にとって特別な日です。私たちの悲しみは生まれ変わりが見つかったからと言って癒えるわけではないのです」
五・五
　
生まれ変わりの子どもに会う
アナガーリカ君へのインタビューは、彼の家の居間で母親立ち合いのもとに行われた。もうすっかり落ち着いてい
て、そのため前世の記憶は遠 いているようだった。
――まだ、何か覚えていることはありますか。アナガーリカ「今覚えていることは少ないで が、ヘリコプターのことは覚えています」母「ヘリコプターのことを訊くと悲しみます。目の感じが変わってしまう。よほど辛 体験だったのでしょう」――暗いところは怖いですか？アナガーリカ「子どものときは怖かったけど、今はもう怖くありません。雷も怖くなくなりました――どうしてでしょう。アナガーリカ「理由はわかりません」――死後の世界をどう考えますか。アナガーリカ「信じています。前に死んだ人が自分だということ 、わかっている で」――前世のことでまだ覚え いることは何ですか。アナガーリカ「雷に当たったよ な感じがした。それで墜ちたのです。それはよく覚えている」
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二一
――ヘリコプターですか。アナガーリカ「はい。僕が操縦していました。墜ちたとき僕は外に出られなかった。何かに挟まっていて外に出ら
れない」
――操縦席に挟まったのですか。アナガーリカ「墜ちた。墜ちてからのことはよく覚えていない。でも挟まっていた」――操縦していたときのことは覚えていますか。アナガーリカ「以前乗っていた か、操縦していたとか、それはまったく覚えていない。その墜ちた瞬間だけ覚え
ている。その日のこと、そのときのことだけ。それ以前のことは覚えていない」
――墜ちる瞬間だけですか。アナガーリカ「そうです。それは覚えています」――記憶は恐怖としてあるのですか。アナガーリカ「はい、そうです」――一緒に乗っていた人については何か覚えていますか。アナガーリカ「顔は覚えていない」――人数は覚えていますか。アナガーリカ「僕を入れて四人です」――なぜ四人だと覚えているのですか。アナガーリカ「思い出すと、何か見えてくる。何か情景が浮 んでくる感じです」――そこに自分がいる感じなのです 。アナガーリカ「そうです。そこにいるような感じです」
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――お父さんに会ったときはどんな感じでしたか。アナガーリカ 「Ｊ先生が僕を供養儀礼に連れて行きました。そこにお父さんがいた。すぐにわかりました。体が 『お
父さん、お父さん』と言っていて、不思議な感じでした。それですぐに一緒に来ていた母（現世）のところに行って『お父さん、いるよ』と伝えました。あんな不思議な感覚になったのは初めてです」
アナガーリカは前世の 母に会って、前世の自分を確認し 、ようやく落ち着きを取り戻し「アナガーリカ」とし
ての現世を生きはじめた。アナガーリカにとっていいことは、前世で学んだことが現世に受け継がれていることだ。数学の能力と操縦能力である。アナガーリカは数学が得意でいつも満点だという。ヘリコプターと飛行機の操縦方法も習わなくてもわかるそうだ。あるとき、学校の近くでヘリコプターの展示会があったとき、アナガーリカはその操縦席に座ると、どのようにして操縦す かをとうとう 説明し始めたのだという。
六
　
アスリパーラの事例
六・一
　
腎臓移植後の病死
この面接は前世を記憶しているアスリパーラの家の居間で両親立ち合いのもとに行った。両親立ち合いの場合、当
事者が話す前に両親が説明するという事態が生じやすい。反面、子どもがリラックスすると う利点もある。この面接ではできるだけ当事者に発言させるよ にした。
　
アスリパーラ君は現在一三歳、中学一年生である（二〇一四年現在） 。黒目がちの大きな目が印象的な少年だ。両
親との三人暮らしで、兄弟はいない。前世の記憶はまだハイハイしていた六カ月ごろから出てきたという。スリラン
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カの家では、家族の写真を壁に掛けたりテーブルの上に飾る習慣があるが、アスリパーラはその飾られた写真を見て、それは自分 あることを意思表示したのだという。
――そんな小さな子がどうやって知らせたのですか？父親「六カ月ごろ、まだハイハイし いるころから、少し言葉も話しはじめました。カタコトですが。で、この写
真までハイハイして行き、指さして『ぼく、ぼく』と言うのです」
――（アスリパーラに）覚えていますか？アスリパーラ「覚えています」父親「七カ月～八カ月になると、この写真に写っている人の名前を言うようになった。デシャマンニィという名前
で、私の兄です。そして、私のことを『弟』と呼びました。父親なのですが、彼は『弟』と呼ぶ。そうとしか呼ばない。学校に入ってからは『パパ』と呼ぶようになったが、それまではずっ 『弟』と呼んでいました」
母親「今でも、たまに『弟』と呼ぶことがあり す。特に父親に対して何 許可を得たいことがあるとき『スルマ
ンリ（かわいい弟） 』と呼ぶ。何か買ってほしいとき 店なんかに行ったとき、そ 言っておねだりします
私に対しては、プレゼントをくれたことがあり した。九月二五日が前世での結婚記念日なのですが、その に、
ネックレスのつもりなのか、糸を首飾りのようにして首にかけてくれました。 『今日は結婚記念日』だからプレゼントしてくれたのでしょう」
この会話の流れから、ある程度おわかりいただけるように、生まれ変わってきたアスリパーラ 現世の父親は、前
世での弟であり、現世の母親は前世の妻 当たる。家族 中に再生 きたというスリランカではめ らし ケースだ。人間関係が複雑なので整理しておく。
二三
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転生した子ども――アスリパーラアスリパーラの前世 デシャマンニィアスリパーラの現世の父であり、前世の弟――ソマシリアスリパーラの現世の母であり、前世での妻― スワルナ
六・二
　
生まれ変わりの子どもの話
アスリパーラの家は ンティ クな家具を製造する家具屋であり、 また製材所でもある。 家の横に大きな工場があっ
て、木材が積み上げられている。祖父の代からの製材所で、デシャマンニィも家業を継いで父親とともに仕事に励んでいた。
――仕事について覚えていることはありますか。アスリパーラ「お父さんの仕事を受け継いでやり続けたような記憶がある。ココナツの木を買って、家とかを造る
ための木材に加工して売った。その仕事をお父さんがやっていたので、僕はそれを手伝い、継いだ」
――仕事しているときに誰かに騙されたとか、支払わないで逃げた人とかはいなかったですか。ひどく困ったこと
は？
アスリパーラ「覚えていません」父親「一歳半くらいのとき、たくさん話しました。夜七時ごろ、ちょうど寝る前のうとうとしている時間帯になる
と、ずっと話していました。今はもう本当に話さなくなりました」
――結婚したときのことは すか。アスリパーラ「仕事を継いで五年くら して ら結婚しました。仲人を介しての結婚でした」
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――仲人には自分から頼んだのですか。それとも先方から紹介があったのですか。アスリパーラ「思い出せませ 」ここで父親が補足説明をする。父親「仲人は父の仕事の関係者でした」（結婚式の写真を見ながらアスリパーラに質問した。花嫁は現在の母親である。デシャマンニィは長髪で耳を隠し
ている） 。
――（花婿を指して）これは誰ですか？アスリパーラ「僕です」――変わったヘアスタイルですね、長髪で。どうして耳を隠しているのですか。アスリパーラ「耳が大きくて恥ずかしかったので、耳はいつも ました」――覚えているの？
　
どうやって思い出すのですか。
アスリパーラ「思い出せます。死んだときのことも覚えています 製材所 働いていて木を加工したりする仕事を
やっていた」
――学校は覚えている？アスリパーラ「はい」――学校について何か覚えていることはありますか。アスリパーラ「郵便ポ トに石を入れて逃げた。他の友達は逃げ切 けれ も、僕だけ捕まったというこ 覚
えています」
――誰に怒られたの。アスリパーラ「そ は覚えて ない」
二五
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――前世でいちばん楽しかったのはどんなことですか。アスリパーラ「ウエサク祭です」――では、いちばん悲しかったことは？アスリパーラ「弟が死 だことがいちばん悲しかった（この弟とは現世の父親の下にいた弟のこと） 。僕が一〇歳
のときです。頭に水がたまるという病気で亡くなりました。今思い出そうとすると煙の中のようではっきりしません」
現在のアスリパーラの記憶はかなり失われているが、幼い頃話したこ や、両親の話をまとめると、以下のように
なる。
父の仕事を継いで製材所を営んでいたデシャマンニィは、ある日病に倒れる。腎臓病だ。重症で腎臓移植が必要だ
と言われるが、当時 スリランカには移植設備を持った 院はな 、提供者もいなかった。そのため薬で何とかもたせようと、毎日服薬していたが、その薬はたいへん高価で月に一万ルピーかかった。そのお金はすべて弟（現世の父）が負担したのだという。
しかし、腎臓病は悪化し、移植しか方法がなくなっ 。移植するためにはインドに行か くてはならない。デシャ
マンニィは新聞に嘆願書を掲載してもらって募金を集めることにした。その嘆願書が自宅に残されて ので、一部を紹介する。宛名は大統領だ。
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嘆願書
大統領閣下
上記の住所に住んでいる私は結婚しています。重症の腎臓の病気があり、私の腎臓は二つともだめになっ
ています。もう少ししたら死んでしまうでしょう。助かるためには腎臓移植しかありません。私の主治医はＫ氏で、カルテは下のとおりです。
私が助かるためにはインドのマドラスにあるＥ病院に行かなくてはなりません。そのためには五〇万ル
ピーかかります。現在、毎日、薬をのんでいますが、そのお金が月一万ルピーかかっています。
そのため五万ルピーの寄付をお願いした と願っています。病院への支払いのためです。（以下略）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　嘆願書が新聞に載ったことで募金が集まった。足りない分は弟が自分の土地を売って工面し、移植を受けるために
インドに向かった。
六・三
　
腎臓移植したとき（アスリパーラの話）
――移植手術のことは覚えていますか。
二七
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アスリパーラ「自分が死ぬという緊張感があったことは覚えていません。飛行機でインドに行ったことは覚えてい
ます。だれかと一緒に行ったことは覚えているが、 それがだれだったかはわからない。マドラスのＥという病院です。二六歳の女の人 ら腎臓をもらいました。顔も覚えています。腎臓の値段は三万ルピーでした」
デシャマンニィと、提供者の女性とのツーショット写真 残されている。小柄な女性だ デシャマンニィは背が高
く、大きなマスクで顔を覆っている。
――顔は、いつもこの写真を見ているから覚えているような気がするだけではないですか。アスリパーラ「違います」――移植手術のお金は誰が出してくれたのですか。アスリパーラ「弟です。土地を売っ お金を出してくれました」――このように腎臓をくれた人と写真を撮る習慣があるのですか。この写真は、手術の前 すか、あとですか。アスリパーラ「あとです」――大きなマ クをしていますが、なぜで か。アスリパーラ「ばい菌が入るの 防ぐ めです。三カ月間、 マスクをしているよ にとお医者 んに言われました」――移植してしばらくは調子がよかったですよね。その後、悪くなったということですが、そのことは覚えてい
すか。
アスリパーラ「はい、覚えて ます。トイレに行こうとして転び そのときから悪くなった」――倒れたのは、病院ですか。アスリパーラ「いいえ、家 。家のトイレです。体調はよかった 家で療養した後、働くつもり した」――それでどうしたのですか。
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アスリパーラ「病院に行きました。診察を受けて……」――もう（命は）だめだというのは自分で理解したのですか。アスリパーラ「はい」――医者がそう言ったのですか。アスリパーラ「はい」――怖くなかったですか。アスリパーラ「覚えていない」父親「死ぬときは両手を合わせて拝みながら亡くなり 」――覚えていますか。アスリパーラ「はい」――だれに対して拝んだのです 。弟さんですか。アスリパーラ「だれに対してだったか、どうし そうしたの は覚えていません。ただ、手を合わせたということ
は覚えています」（デシャマンニィが亡くなったのは手術後一年後であった） 。
六・四
　
病死後の中有での体験
――死後、何が起こりましたか。アスリパーラ「死んだあとしばらく村の中を歩き回っ いました 自分の体が見えました」――どんな角度で見えたのですか。下から？
　
右から？
　
左から？
　
上から」
二九
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アスリパーラ「上からです」――どうやって見えたのですか。アスリパーラ「歩き回っていたら見えたのです。お葬式も見た」
六・五
　
現世の母（前世の妻）スワルナの話
夫の死ぬ瞬間、妻のスワルナはその顔をじっと見つめていたという。だが、僧侶はそれを禁じた。いいところに生
まれ変わることができないからだと言う。
スワルナ「お坊さんが、主人が死ぬ直前に来て、そこにいないでくださいと私に注意しました。そこにいると、い
いところに生まれ変わることができないからと言うのです。でも私は、 主人を一人ぼっちで旅立たせるのは嫌でした。それはできなかった。みんなが出て行ってから、私は彼 顔をじっと見て 私の顔もじっと見させた。亡くなったあとも こを離れ いで、遺体のそばにいて、その部屋の床の上に寝ていました。
私は出家するつもりでした。この近くに、女性が出家できる寺があるのです。夫の葬儀が終わってから、履歴書を
送りました。そうすると面接に来るように言われました。
面接ではいろいろなことを訊かれました。そして、『弟さんがいるでしょう。彼が何か考えているのではありませんか』と言われ、帰って訊くように、そしてもう少し考えてから来るよ にと帰らされたので、帰ったら、周囲の皆が弟と結婚したほうがいいと言う。それで主人の弟と結婚したのです でも、その一方で、
私の亡くなった主人が必ず戻ってくるように、私のものに ってく るようにとお祈りしていました」
　
――それは、子どもとして生まれ変わってくるようにと う意味で祈っていたの すか。
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スワルナ「いいえ。ただ、自分のものになるようにと祈っていたのです」
七
　
おわりに
以上、三つの生まれ変わりの事例を、面接の再現という方法で報告した。筆者が注目したいのは、非業の死を遂げ
た人物が生まれ変わってきたことが、家族、特に前世の家族に与える影響である。
前世研究は「あるか・ないか」で論じられることが多い。タッカーが、事例を保存するかどうかの判断基準に関し
て六項目の条件を出しているのも、 その事例が「前世はある」のエビデンスとなりう ことを保障させるためである。事例を集め続けているのも「前世はある」 いう仮説を、より強固に支えるためだ。だが、どんなに多くの事例を集めても証明は難しい。それは、人間が死んだらどうなるかが解明されていないからである。この問題についてもさまざまな仮説が立てられているが、現時点では最終的には個人が信じるかどうかと うところに行きついてしまう。
筆者は前世研究において重要なのは、役立つかどうかだと考え 私たちが生きていくうえで「前世はあ 」とす
るほうが世の中に役立つか、ないとするほうが役立つか。あるいは個々人が幸福に生きられるか。今回のフィールドワークで観察したのは、生まれ変わりの子ど の存在 前世の家族を救うということだった。前世 ヘリコプター事故死したデシャマンニィの家族 、その事故を契機として家庭崩壊状態になった。母親は人相が変わり体を動かすことができなくなった。父親はアルコール摂取量が増えた。妹 ナンダーが語っている うに、幸福だっ 一家が不幸のどん底に落ちたのだ。アナガーリカの存在が前世の両親を幸福にし は間違いな だろ 。 からといって、前世と現世の人格はイコールでは い。それ ナンダーも、息子が殺されたスジャータも理解していた
）18
（
。
また、人間は死ぬと消滅するのではないという傍証となる も 前世研究の役立ち方の一つである。本報告はささ
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やかなものであるが、その視点で行ったインタビューが前世研究に一石を投じることができたのではないかと考えている。註・参考文献
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本書のここかしこに折り目が付いているのは、御所で がお読み 付けたものだ お聞 した。たいへん畏れおおいことだと思い 朱色でその箇所にしる を付けておいた。そうして江戸に持ち帰りこの表紙付けた。偶然にもこの本を読む機会 恵まれた人は、心し 決し 粗末 扱わ いよう十分注意をするように。（同書三六一ページ―三六二ページ）
　
この記述から、前世については記録されないまでも、口伝え 情報としてあり、それほど奇異 はなかったということがわかる
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（8）アメリカではホートン・ミフリン社、イギリスではコンスタンブル社から出版された。日本人の宗教観にまつわる事柄を一一編紹介しているものの中の一編である。（9）松谷みよ子著、立風書房、一九八六。（10）柳田の表記のママ。（11）「先祖の話」 （ 『定本
　
柳田國男集
　
第十巻』＝筑摩書房、一九六二＝所収） 、一四八ページ。
（12）同。（13）同。（14）『前世を記憶する子どもたち』五四ページ。（15）『転生した子どもたち―ヴァージニア大学
40年の「前世」研究』二九ページ。
（16）日本の常識から考えると、二一歳の息子と 緒に寝るのは不自然だが、スリランカは家族の結びつきが強い国なのでそれほど違和感はないようだ。子ども二人が中学生になって 家族全員が一緒に寝ている一家もある。中学生の子どもを持つ筆者のスリランカ人の友人は子どもに思春期はないと言っていた。（17）Ｊ氏はスティーヴンソン教授にスリランカ 情報 提供していた中の一人である。（18）紙幅の関係で掲載できなかっ が、筆者がスリランカで面接 た事例はほかにも その事例でも同様 認識がなされていた。
※お断り
: プライバシー保護のため本論文での面接調査に関わった人物はすべて仮名にしています。
三四
